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342
道路照明のＬＥＤ化 事 業 開 始

（建設局道路管理部／一般会計） 事 業 終 期

１ どのような経緯で事業を始めたか、何を目指すのか ３ ５

○　ＬＥＤ照明にはこれまでの光源にはない様々な特
　長があり、近年はその改良も目覚ましく、新しい照
　明用光源として注目されるようになった。このた
　め、道路照明にＬＥＤ照明を採用していくことで、
　維持管理性を向上させ、ライフサイクルコスト及び
　環境負荷等を縮減する。

○　ＬＥＤ照明は、ランニングコストやＣＯ2削減に大
　きな効果が期待できるものの、イニシャルコストが高
　いため、ライフサイクルコストでは省エネ照明（セラ
　ミックメタルハライドランプ等）と比較して、大きな
　コスト削減効果が得られない。

○　ＬＥＤは指向性(グレア)が強く、配光範囲が限られ
　るため、適切な高さ、間隔で設置しなければならない
　が、電柱に共架してある照明は、電線や変圧器の関係
　などから適切な位置に設置することが困難であり、照
　度等の基準に満たない可能性がある。

○　道路照明のＬＥＤ化を進めることで、環境負荷の軽
　減及びランニングコストの縮減を図ることが可能であ
　ることから、順次ＬＥＤ照明に切替えていくことが必
　要である。

○　一方で、ＬＥＤ化に際しては、高さを確保する必要
　性から変圧器等が設置されている電柱共架灯の切替え
　が難しいなどの課題がある。

拡大・充実 見直し・再構築 移管・終了 その他○　地球温暖化対策の一環として、平成20年度から25
　年度までに、建設局が管理する既設街路灯の水銀ラ
　ンプ約７万灯を省エネランプ（セラミックメタルハ
　ライドランプ等）に交換することで、消費電力量及
　びＣＯ2排出量の削減に取り組んだ。

○　消費電力の大きい水銀ランプから省エネランプへ
　の交換が終了したことから、ＬＥＤ照明の導入に向
　けた検討を行い、街路灯については試験施工を実施
　し、設置条件等を確認した。また、トンネル内の照
　明については、老朽化対策に合わせてＬＥＤ照明へ
　切替えることとした。

その他

○　ＬＥＤ照明への切替えに要する経費に加え、今後、
　事業を進める上で課題となる事項の把握・検証を行う
　調査経費について追加計上する。

歳
入

27年度決算額

２ どのように取り組み、どのような成果があったか ４

－ 

○  消費電力の抑制やＣＯ2削減は社会的要請となって
  いる。また、建設局の基準では、新設の道路照明を
　設置する際は原則、ＬＥＤ照明が標準である。
　このことから、既設の街路灯については、老朽化な
　どにより安全性・耐久性が低下し、計画的に建替え
　が必要とされるもののうち、ＬＥＤ照明へ切替えが
　可能な2,400基を平成32年度までに更新する。

６

拡大・充実 見直し・再構築 移管・終了

29年度見積額 1,077,000 29年度見積額 1,197,200 千円

歳
出

27年度決算額 287,648 千円

28年度予算額 － 28年度予算額 404,000 千円

1,207,200 

歳入 29年度予算額 1,077,000 

歳出 29年度予算額

＜街路灯経済比較表(１基あたり)＞ （単位：千円）
ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ(A)

設置工 ランプ交換 安定器交換 光熱水費
ＬＥＤ 1,200 - - 7 1,305

セラメタ 1,095 6 3 14 1,440
増△減 105 △6 △3 △7 △135

※灯具交換が必要となる15年をライフサイクルとする。

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ(B) ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ
(A+B×15)


	ＬＥＤ

